別記様式１                                                                             (用紙A4版）
　
	競争参加資格確認申請書
　　支出負担行為担当官
　　中部地方整備局長　宛




平成　　年　　月　　日





　　　　　住所





　　　　　商号又は名称






　代表者氏名


　　　印






　（又は○○支店長　　○○ ○○）
　　平成24年11月８日付けで公告のあった平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事に係る競争
参加資格について確認されたく、別添の書類を添えて申請する。
　　なお、予算決算及び会計令（昭和22年勅令165号）第70条の規定に該当する者でないこと及び添
　付書類の内容については事実と相違ないことを誓約する。




　　注）印については、紙入札方式による場合のみ押印するものとする。
　　　  　なお、紙入札方式による場合は、返信用封筒として、表に申請者の住所及び商号又は名称を記載し、簡易書留料金分を加えた所定の料金（380円）に相当する切手をはった長３号封筒を申請書と併せて提出してください。

表紙１ 　                                     　　　　　　　　             　　      (用紙A4版）
平成　年  月  日
　支出負担行為担当官
　中部地方整備局長　宛
○○市○○区○－○－○
○○○建設株式会社　
代表取締役○○　○○　　印
                                                    （又は○○支店長　○○○○）
平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事
競争参加資格確認資料
                              　        等級区分　一般土木工事
                                        所在地　(本社(本店､支店､営業所)の所在地を記入すること｡)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業者コード　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設業許可番号　　○○－○○○○　　　　
                                     　 連絡先  所　属：　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役　職：　　　　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　　　　　　　　               氏　名：　　　　　　　　　　　　
                                                電　話：　　　　　　　　　　　　
                                                E-mail：　　0000000@00.00.00　　
標記について、平成24年11月８日付けで公告のありました「平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事」の競争参加資格確認資料を別紙のとおり提出します。
注１）電子入札システムを用いて提出すること。ただし、競争参加資格確認申請書、競争参加資格確認資料及び技術提案書の合計容量が３ＭＢを超える場合には、郵送等（締切日時必着）で提出すること。紙入札者は持参も可とする。
注２）印については、紙入札方式による場合のみ押印するものとする。
注３）連絡先とは、技術提案書等の内容に対する問い合わせ及び施工体制の確認を行う際における連絡先（担当者）を記載するものとする。なお、施工体制確認のためのヒアリングについては、配置予定技術者に対して行う。

頁／総頁
別記様式２                                         　　　　　　　　                  (用紙A4版）
                                             　　　    会社名：　　　　　　　　
同種工事の施工実績
平成９年度以降に元請けとして、次の（ア）及び（イ）に掲げる要件を満たす工事を施工した実績を有すること。ただし、（ア）及び（イ）の工事は同一工事であること。（共同企業体の構成員としての実績は、出資比率が20％以上の場合のものに限る（乙型にあっては分担工事の実績に限るものとし、出資比率は問わない。）。）なお、入札説明書に示すものに係る実績である場合にあっては、評定点合計が入札説明書に示す点数未満であるものを除く。

経常建設共同企業体にあっては、いずれかの構成員が、平成９年度以降元請けとして下記に示す同種の工事を施工した実績を有すること。

（ア）鉄筋コンクリート構造の橋台又は橋脚で、躯体高さ（フーチング下端から沓座面までの高さ）30ｍ以上の工事。（歩道橋及びフーチングのみの場合は除く。）
（イ）基礎形式が深礎杭で、杭径７ｍ以上、杭長15ｍ以上の工事。
	競争参加資格
	同　　種・類　　似

	工事名称等
	工事名称
	
	評定点
	点

	
	発注機関名
	

	
	施工場所
	（都道府県・市町村名）

	
	契約金額
	

	
	工期
	  平成　　年　　月　　日 ～ 平成　　年　　月　　日

	
	受注形態等
	　単体／JV（出資比率）

	工事概要
	下部工形式
	鉄筋コンクリート 橋台（橋脚）、躯体高さ Ｈ＝○○ｍ

	
	基礎形式
	深礎杭 最大杭径 φ○,○○○mm、最大杭長 Ｌ＝○○ｍ

	
	
	

	
	
	

	 CORINS登録の有無
	            有（CORINS登録番号） ･   無


注 1) 必ず公告において明示した資格があることを確認できる内容を記載する。
注 2) CORINS登録の区分いずれかに○を付す。「有」に○を付した場合は、CORINS登録番号を記載する。「無」に○を付した場合は、当該工事の契約書の写しを添付する。

注 3) CORINSに登録無き工事及びCORINSにて工事内容が確認できない工事（簡易CORINSで登録した工事等）は、契約書の他に施工計画書等の当該工事の内容（同種工事等の工事実績）が証明できる書類を添付する。必要書類の添付がないものは、入札に参加できないので留意すること。
注 4) 経常建設共同企業体にあっては、いずれかの構成員が有する入札説明書に掲げる実績を、記載する。
注 5) 当該工事に係る工事成績評定通知書等の評定点を証明する書類の写しを添付する。ただし、工事評定が実施されていない実績や発注者より工事成績評定通知がされていない実績は、工事完了検査に合格したことを証明する書類又は、発注者への引き渡しが完了したことを証明する書類を添付する。その場合は、評定点を65点と見なす。



頁／総頁
別記様式３         　　　                                           　　　　　　　   (用紙A4版）
配置予定技術者の資格・工事経験
会社名：○○○建設株式会社 
	配置予定者の氏名
	主任（監理）技術者　○○　○○（フリガナを記載）

	最終学歴
	学校名　学科名　00年卒業

	法令による資格・免許
	一級土木施工管理技士　00年00月取得（登録番号：0000）
（指定建設業）監理技術者資格者証

　00年00月当初交付（現在の交付番号：0000）

	
	実務経験　○年以上（実務経験による資格の場合に記入）
※実務経験による参加資格の場合はその経験が証明できる資料を添付する

	工事名称等
	同種又は類似の区分
	同種・類似

	
	工事名称
	
	評定点
	点

	
	発注機関名
	

	
	施工場所
	（都道府県・市町村名）

	
	契約金額
	

	
	工期
	平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日

	
	従事役職
	

	
	工事内容
	（同種工事であることが確認できる内容を記載）

	
	受注形態等
	単体／JV（出資比率）

	
	CORINS登録の有無
	有（CORINS登録番号）　・　無

	申請時における
	工事の従事状況
	工事名称
	

	
	
	発注機関名
	

	
	
	工期
	

	
	
	従事役職
	

	
	
	本工事と重複する

場合の対応措置
	

	
	
	CORINS登録の有無
	有（CORINS登録番号）　・　無

	施工体制確認のためのヒアリング対象者区分
	ヒアリング対象者（電話番号等）　・　非対象者


注 1) 施工体制確認のためのヒアリング対象者の区分について、配置予定技術者を複数名とする場合に、いずれかに○を付す。また、ヒアリング対象者とした配置予定技術者の連絡先（電話番号等）を（ ）内に明記する。
注 2) CORINS登録の区分いずれかに○を付す。有に○を付した場合は、登録番号を記載する。無に○を付した場合は契約図書の写し及び施工計画書等の当該工事に従事した事が判断できる書類を添付する。
CORINSに登録無き工事及びCORINSにて工事内容が確認できない工事（簡易CORINSで登録した工事等）については、契約書の他に施工計画書等の当該工事の内容（同種工事等の工事実績及び技術者の従事実績）が証明できる書類を添付する。必要書類の添付がないものは、入札に参加できないので留意すること。
注 3) 主任（監理）技術者の工事経験について、品質証明員、土木工事品質確認技術者としての経験は除く。
注 4) 従事した工事経験を１件記載すること。また、複数の技術者を登録する場合（３名を限度。）は、本様式を複写し作成する。
注 5) 経常建設共同企業体にあっては、すべての構成員が配置する技術者をそれぞれ記載することとし、氏名欄に構成員が所属する会社名を記載する。なお、入札説明書 4.( 7)①の基準を満たし、4.( 5)に掲げる同種工事の実績を有した技術者以外は同種工事の実績を記載する必要はない。
注 6) 中部地方整備局発注の工事（港湾空港関係除く。）について、評定結果通知の紛失等により写しの提出が出来ない場合は、別記様式２を参照すること。
注 7) 当該工事に係る工事成績評定通知書等の評定点を証明する書類の写しを添付すること。ただし、工事評定が実施されていない実績や発注者より工事成績評定通知がされていない実績は、工事完了検査に合格したことを証明する書類又は、発注者への引き渡しが完了したことを証明する書類を添付することとし、その場合においては、評定点を65点と見なす。
また、転職等により工事成績評定通知書等の評定点を証明する書類の写しを添付することが困難な実績にあっては、検査に合格したことを証明する書類、引渡しが完了したことを証明する書類又は「工事実績情報システム（CORINS）」の写しをもって65点と見なす。ただし、評定点が65点以上の実績の写しに限る。
注 8) 当該工事を受注した場合において、監理技術者が必要となる工事にあっては、当該工事受注後に配置予定技術者の監理技術者資格者証の写し（表裏とも）及び監理技術者講習修了証の写し（表のみ）を提出する。
当該工事を受注した場合において、専任で配置する主任技術者又は監理技術者について、当該工事受注後に配置予定技術者が直接的かつ恒常的な雇用関係（３ヶ月以上）が明確に判断出来る資料（監理技術者証（表裏とも）又は健康保険被保険者証等）の写しを提出すること。
頁／総頁
（別添資料１－１）　
平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事
技術提案書作成にあたっての条件等
〈発注者が設定している標準案等〉
	標準案
 <発注者が設定している橋脚躯体コンクリートの品質向上対策の内容>

	（技術提案に関する留意事項）
１．前提条件
　1)技術提案の対象は、柱式橋脚とする。

2)技術提案の範囲は、コンクリートの材料選定から養生完了までとする。
  3)橋梁構造は、設計図書に示すとおりとする。
　4)材料関係（コンクリート）
　　①コンクリートの仕様は、設計基準強度＝24N/mm2、セメントの種類：高炉Ｂ種、水セメント比は55％　　　以下とする。 
２．標準案
　　　標準案で計上している項目は、設計図書、土木工事共通仕様書、土木工事施工管理基準、土木工事追
　　加特記仕様書に示すとおりである。
　　
３．技術提案書作成にあたっての留意事項
　1)前提条件で示した項目を変更する提案は認めない。
  2)標準案に示した項目については、変更して提案することが可能である。ただし、標準案より優れた提案　　についてのみ評価する。
　3)施工方法によって評価が変わる可能性がある技術提案にあっては、評価が確定できるよう詳細に記載
　　すること。（例：コンクリートの再振動に関する提案）
　4)関係機関と新たに協議が発生する若しくは発生する可能性のある提案は認めない。
　5)構造変更を伴う技術提案については、前提条件に反した提案や設計計算の変更を伴う提案である場合
　　は認めない。
　　但し、前述以外の軽微な変更の提案である場合は、構造変更の目的や構造上問題がない事を示す添付
　　資料等の内容が明確であれば認める。

なお、添付資料は技術提案の趣旨が担保できれば概略検討でよい。
　　・構造変更を伴う技術提案のうち、提案として認めないものの例。
　　　例１：鉄筋コンクリート構造物における配筋を変更する提案
　　　例２：主構造物の形状寸法を変更する提案
　6)暑中・寒中コンクリートに関する提案は認めない。
　7)単に品質管理・施工管理の頻度を増加させるだけの提案は、性能・機能が向上するか否かで評価する。
  8)私有地を使用する必要が生じる技術提案にあっては、受注者の責任において土地の権利者の了解を得
　　ることを条件に技術提案できる。
  9)交通誘導員の配置に関する提案は、別途精算する予定であるため認めない。

10))高性能ＡＥ減水剤に関する提案は、評価しない。

11)誘発目地に関する提案は、評価しない。



（別添資料１－２）
平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事
技術提案書記載例
                                                                工事名
                                    　　　　　　　　　　        会社名　　　　　　　　　　　　　
	「橋脚躯体コンクリートの品質向上対策」

	（記入すべき項目）
橋脚躯体コンクリートの品質向上についての工夫・提案

	
	提案番号
	技術提案の概要
	具体的手法と技術的な根拠並びに
標準案に対する優位性
	備　考
（参考資料番号）
	

	
	①
	（25字以内で簡潔に）
	・手法：
・効果：
・根拠：
・優位性：
（箇条書きで短文、明確に）
	資料－○
	

	
	②
	
	
	
	

	
	③
	
	
	
	

	
	④
	
	
	
	

	
	⑤
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	


注）１．評価項目に対する提案数は５提案までとし、本様式片面３枚以内に簡潔かつ要領よく記述するものとする。なお、文字サイズについては10.5ポイントとする。「技術提案の概要」と「具体的手法と技術的な根拠並びに標準案に対する優位性」の記載内容が一致しない場合は、評価をしない場合がある。
２．参考資料を添付する場合は、以下に示す項目に留意すること。なお、評価については技術提案書に記載された内容で評価する。
（１）参考資料は、技術提案書の内容を補完する図表、写真、文献の抜粋等に止め、Ａ４サイズにて明確に判読できるものとし、技術提案書（別記様式 ４）を含め片面10枚以内とすること。
（２）参考資料にＮＥＴＩＳに登録された工法等を記載する場合は、登録番号のみを記載するものとし、その他、カタログ等を含め公表されている資料の写しの添付は必要ない。

（別添資料２－１）　
平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事
技術提案書作成にあたっての条件等
〈発注者が設定している標準案等〉
	標準案
 <発注者が設定している下部工施工時における濁水抑制対策の内容>

	（技術提案に関する留意事項）
１．前提条件
　1)技術提案の範囲は、工事の着手から完了までとする。
２．標準案
　　　標準案で計上している項目は、設計図書、土木工事共通仕様書、土木工事施工管理基準、土木工事追加
  　特記仕様書に示すとおりである。
３．技術提案書作成にあたっての留意事項
　1)前提条件で示した項目を変更する提案は認めない。
  2)標準案に示した項目については、変更して提案することが可能である。ただし、標準案より優れた提案　　についてのみ評価する。
　3)施工方法によって評価が変わる可能性がある技術提案にあっては、評価が確定できるよう詳細に記載
　　すること。（例：コンクリートの再振動に関する提案）
　4)関係機関と新たに協議が発生する若しくは発生する可能性のある提案は認めない。
　5)構造変更を伴う技術提案については、前提条件に反した提案や設計計算の変更を伴う提案である場合
　　は認めない。
　　但し、前述以外の軽微な変更の提案である場合は、構造変更の目的や構造上問題がない事を示す添付
　　資料等の内容が明確であれば認める。

なお、添付資料は技術提案の趣旨が担保できれば概略検討でよい。
　　・構造変更を伴う技術提案のうち、提案として認めないものの例。
　　　例１：鉄筋コンクリート構造物における配筋を変更する提案
　　　例２：主構造物の形状寸法を変更する提案
　6)暑中・寒中コンクリートに関する提案は認めない。
　7)単に品質管理・施工管理の頻度を増加させるだけの提案は、性能・機能が向上するか否かで評価する。
  8)私有地を使用する必要が生じる技術提案にあっては、受注者の責任において土地の権利者の了解を得
　　ることを条件に技術提案できる。
  9)交通誘導員の配置に関する提案は、別途精算する予定であるため認めない。



（別添資料２－２）
平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事
技術提案書記載例
                                                                工事名
                                    　　　　　　　　　　        会社名　　　　　　　　　　　　　
	「下部工施工時における濁水抑制対策」

	（記入すべき項目）
下部工施工時における濁水抑制についての工夫・提案

	
	提案番号
	技術提案の概要
	具体的手法と技術的な根拠並びに
標準案に対する優位性
	備　考
（参考資料番号）
	

	
	①
	（25字以内で簡潔に）
	・手法：
・効果：
・根拠：
・優位性：
（箇条書きで短文、明確に）
	資料－○
	

	
	②
	
	
	
	

	
	③
	
	
	
	

	
	④
	
	
	
	

	
	⑤
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	


注）１．評価項目に対する提案数は５提案までとし、本様式片面３枚以内に簡潔かつ要領よく記述するものとする。なお、文字サイズについては10.5ポイントとする。「技術提案の概要」と「具体的手法と技術的な根拠並びに標準案に対する優位性」の記載内容が一致しない場合は、評価をしない場合がある。
２．参考資料を添付する場合は、以下に示す項目に留意すること。なお、評価については技術提案書に記載された内容で評価する。
（１）参考資料は、技術提案書の内容を補完する図表、写真、文献の抜粋等に止め、Ａ４サイズにて明確に判読できるものとし、技術提案書（別記様式 ５）を含め片面10枚以内とすること。
（２）参考資料にＮＥＴＩＳに登録された工法等を記載する場合は、登録番号のみを記載するものとし、その他、カタログ等を含め公表されている資料の写しの添付は必要ない。

表紙２ 　                                     　　　　　　　　             　　      (用紙A4版）
平成　年  月  日
　支出負担行為担当官
　中部地方整備局長　宛
○○市○○区○－○－○
○○○建設株式会社　
代表取締役○○　○○　　印
                                                    （又は○○支店長　○○○○）
平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事
技　術　提　案　書
                              　        等級区分　一般土木工事
                                        所在地　(本社(本店､支店､営業所)の所在地を記入すること｡)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業者コード　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設業許可番号　　○○－○○○○　　　　
                                     　 連絡先  所　属：　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役　職：　　　　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　　　　　　　　               氏　名：　　　　　　　　　　　　
                                                電　話：　　　　　　　　　　　　
                                                E-mail：　　0000000@00.00.00　　
標記について、平成24年11月８日付けで公告のありました「平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事」の技術提案を別紙のとおり提出します。
注１）電子入札システムを用いて提出すること。ただし、競争参加資格確認申請書、競争参加資格確認資料及び技術提案書の合計容量が３ＭＢを超える場合には、郵送等（締切日時必着）で提出すること。紙入札者は持参も可とする。
注２）印については、紙入札方式による場合のみ押印するものとする。
注３）連絡先とは、技術提案書等の内容に対する問い合わせ及び施工体制の確認を行う際における連絡先（担当者）を記載するものとする。なお、施工体制確認のためのヒアリングについては、配置予定技術者に対して行う。
頁／総頁

(用紙A4版）
技術提案書(１)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事名　：平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事
                                    　　　　会社名　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	 「橋脚躯体コンクリートの品質向上対策」

	 （記入すべき項目）
橋脚躯体コンクリートの品質向上についての工夫・提案

	
	提案番号
	技術提案の概要
	具体的手法と技術的な根拠並びに
標準案に対する優位性
	備　考
（参考資料番号）
	

	
	①
	
	
	
	

	
	②
	
	
	
	

	
	③
	
	
	
	

	
	④
	
	
	
	

	
	⑤
	
	
	
	

	
	
	


注）１．評価項目に対する提案数は５提案までとし、本様式片面３枚以内に簡潔かつ要領よく記述するものとする。なお、文字サイズについては10.5ポイントとする。「技術提案の概要」と「具体的手法と技術的な根拠並びに標準案に対する優位性」の記載内容が一致しない場合は、評価をしない場合がある。
２．参考資料を添付する場合は、以下に示す項目に留意すること。なお、評価については技術提案書に記載された内容で評価する。
（１）参考資料は、技術提案書の内容を補完する図表、写真、文献の抜粋等に止め、Ａ４サイズにて明確に判読できるものとし、技術提案書（別記様式 ４）を含め片面10枚以内とすること。
（２）参考資料にＮＥＴＩＳに登録された工法等を記載する場合は、登録番号のみを記載するものとし、その他、カタログ等を含め公表されている資料の写しの添付は必要ない。

(用紙A4版）
技術提案書(２)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事名　：平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事
                                    　　　　会社名　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	「下部工施工時における濁水抑制対策」

	 （記入すべき項目）
下部工施工時における濁水抑制についての工夫・提案

	
	提案番号
	技術提案の概要
	具体的手法と技術的な根拠並びに
標準案に対する優位性
	備　考
（参考資料番号）
	

	
	①
	
	
	
	

	
	②
	
	
	
	

	
	③
	
	
	
	

	
	④
	
	
	
	

	
	⑤
	
	
	
	

	
	
	


注）１．評価項目に対する提案数は５提案までとし、本様式片面３枚以内に簡潔かつ要領よく記述するものとする。なお、文字サイズについては10.5ポイントとする。「技術提案の概要」と「具体的手法と技術的な根拠並びに標準案に対する優位性」の記載内容が一致しない場合は、評価をしない場合がある。
２．参考資料を添付する場合は、以下に示す項目に留意すること。なお、評価については技術提案書に記載された内容で評価する。
（１）参考資料は、技術提案書の内容を補完する図表、写真、文献の抜粋等に止め、Ａ４サイズにて明確に判読できるものとし、技術提案書（別記様式 ５）を含め片面10枚以内とすること。
（２）参考資料にＮＥＴＩＳに登録された工法等を記載する場合は、登録番号のみを記載するものとし、その他、カタログ等を含め公表されている資料の写しの添付は必要ない。

(用紙A4版）
技術提案書（３）
＜橋脚躯体コンクリートの品質向上対策＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事名　：平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事
                                    　　　　会社名　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	標準案による施工計画

	　標準案の施工計画を記述するものとする。
（記入すべき項目）
　具体的な方法



※　本様式１枚に簡潔かつ要領よく記述するものとし、文字サイズについては10.5ポイントとする。
  　なお、参考資料の添付は認めないものとする。

(用紙A4版）
技術提案書（４）
＜下部工施工時における濁水抑制対策＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事名　：平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事
                                    　　　　会社名　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	標準案による施工計画

	　標準案の施工計画を記述するものとする。
（記入すべき項目）
　具体的な方法



※　本様式１枚に簡潔かつ要領よく記述するものとし、文字サイズについては10.5ポイントとする。
  　なお、参考資料の添付は認めないものとする。

(用紙A4版）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日
　支出負担行為担当官
　中部地方整備局長　宛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名
工 事 費 内 訳 書
　工事名：平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事
	工事区分
	工　種
	種　別
	細　別
	規　格
	単位
	数　量
	単　価
	金　額

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


注）記入にあたっては、工事数量総括表に掲げる工事区分、工種、種別、細別に相当する項目に対応するものの単位、数量、単価及び金額を記載するものとする。記載内容に不備がある場合は入札を無効とすることがある。

工事施工内容確認資料

	　本資料は、施工体制確認型総合評価落札方式において、価格以外の要素として性能等が提示された入札書の参考図書として提出を求めるものであり、以下の設問について記載すること。

　開札後、予定価格の範囲内の価格で申し込みをした入札参加者については、入札説明書に記載された要求要件の実現確実性の向上につながる施工体制が構築されているかどうか、入札書、工事費内訳書及び本資料を参考に、施工体制の構築及び施工内容を審査する。本資料で施工体制の構築及び施工内容の実現確実性の向上が十分確認できる場合は、入札説明書7. (6)によるヒアリングを実施しない場合がある。ただし、申し込みに係る価格が調査基準価格に満たない者は、入札説明書7. (6)③による。

　なお、本確認資料の提出がない場合は、施工体制評価点を付与しない場合があるので留意すること。

【品質確保の実効性】

問1． 元請けとして実施する安全衛生管理の体制について

※以下の設問について記入して下さい。

・現場の点検体制（人数）

・安全教育の実施方針（実施内容・回数等）
問2． 元請けとして実施する品質管理体制について

※以下の設問について記入して下さい。

・品質管理および出来型管理の点検体制（人数）

・品質管理および出来型管理の実施方針（主な実施内容・頻度等）
【施工体制確保の確実性】

問3． 元請けとして実施する主たる工種は何を予定していますか。

※以下の設問について記入して下さい。

・元請として実施する工事内容

・元請として実施する現場の管理体制
問4． 主たる工種について、下請け業者数は何社予定していますか？

　　下請けを予定している工種：

     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        社を予定

	工事名
	平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事

	会社名
	

	記入者氏名
	
	本工事での役職
	

	連絡先
	


· 記入者は、予め別記様式３にて提出された配置予定技術者とします。
（別添資料３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（用紙Ａ４版）
見積り項目は、以下のとおりとする。
	工事区分・工種・種別・細別
	規格

	橋梁下部
	

	
	RC橋脚工
	

	
	
	作業土工
	

	
	
	
	床掘り
	土砂

	
	
	
	床掘り
	軟岩

	
	
	
	床掘り
	硬岩

	
	
	
	埋戻し
	

	
	
	大口径深礎工
	

	
	
	
	深礎掘削
	φ16000　L=22000

	
	
	
	吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ
	t=100

	
	
	
	吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ
	t=250

	
	
	
	ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ
	D25 L=4000

	
	
	橋脚躯体工
	

	
	
	
	型枠
	平均設置高　H>30m

	
	
	
	足場
	手摺先行型枠組足場　平均設置高　H>30m

	
	
	
	
	


なお、徴収する歩掛の内容は、別記様式10によるものとする。

注1）上記の日当たり施工量が必要な細別については、不稼働率を考慮しない１パーティー当たりの実日当り施工量を記載すること。









注 2）当該見積書に記載する歩掛は、入札時に提出する工事費内訳書に記載する金額を拘束するものではない。

注 3）各歩掛及び日当たり施工量の設定は、標準案に基づくものとする。標準案は設計図書（数量総括表・追加特記仕様書・設計図面）及び見積参考資料に示す。
注 4）各歩掛及び日当たり施工量は、工期内竣工するよう設定すること。

注 5）見積書に記載する歩掛は、直接工事費を対象としている。このため下請予定者等の見積もりをそのまま添付するのではなく間接費（共通仮設費、現場管理費、一般管理費等）と区別し直接工事費のみ計上すること。

注 6）見積書の作成にあたり、公共工事設計労務単価に規定された職種以外は使用しないこと。

　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（用紙Ａ４版）

平成　　年　　月　　日

平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事
歩　　掛　　見　　積　　書

　支出負担行為担当官
　中部地方整備局長　宛
○○市○○区○－○－○

○○○建設株式会社

代表取締役　○○○○　　印

（又は○○支店長　○○○○）

１．床掘り

床掘り　　　　　  　　　　　　　土砂　　　　　　              　　　　　　 　            　　　　   　1ｍ３当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	床掘り（土砂）
	
	ｍ３
	1
	(単―1号)


(単-1号) 床掘り（土砂）　　　　　　　　　              　　　　　　 　               　　　   100ｍ３当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	ﾊﾞｯｸﾎｳ運転
	ｸﾛｰﾗ型　山積0.8m3
	日
	○○
	

	ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ運転
	50t
	日
	○○
	

	諸雑費
	率+まるめ
	式
	１（○○％）
	ｸﾚｰﾝ運転費×諸雑費率

	諸雑費内訳 ：  諸雑費は、土砂ﾊﾞｹｯﾄ（1.0m3）の機械損料等の費用であり、ｸﾚｰﾝ運転費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。


２．床掘り

床掘り　　　　　  　　　　　　　軟岩　　　              　　　　　　 　          　　  　　　　   　1ｍ３当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	床掘り（軟岩）
	
	ｍ３
	1
	(単―2号)


(単-2号) 床掘り（軟岩）　　　　　　　　　              　　　　　　 　               　　　   １００ｍ３当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	大型ﾌﾞﾚｰｶ運転
	0.8m3　1300kg級
	日
	○○
	

	ﾊﾞｯｸﾎｳ運転
	ｸﾛｰﾗ型　山積0.8m3
	日
	○○
	

	ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ運転
	50t
	日
	○○
	

	諸雑費
	率+まるめ
	式
	１（○○％）
	ｸﾚｰﾝ運転費×諸雑費率

	諸雑費内訳 ：  諸雑費は、大型ブレーカ用チゼル損耗費及び土砂ﾊﾞｹｯﾄ（1.0m3）の機械損料等の費用であり、ｸﾚｰﾝ運転費機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。


３．床掘り

床掘り　　　　　  硬岩　　　　　　              　　　　　　 　  　　　　　　　　　　　            　1ｍ３当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	床掘り（硬岩）
	
	ｍ３
	1
	(単―3号)


(単-3号) 床掘り（硬岩）　　　　　　　　　　　　　　              　　　　　　 　               １００ｍ３当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	大型ﾌﾞﾚｰｶ運転
	0.8m3　1300kg級
	日
	○○
	

	ﾊﾞｯｸﾎｳ運転
	ｸﾛｰﾗ型　山積0.8m3
	日
	○○
	

	ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ運転
	50t
	日
	○○
	

	諸雑費
	率+まるめ
	式
	１（○○％）
	ｸﾚｰﾝ運転費×諸雑費率

	諸雑費内訳 ：諸雑費は、大型ブレーカ用チゼル損耗費及び土砂ﾊﾞｹｯﾄ（1.0m3）の機械損料等の費用であり、ｸﾚｰﾝ運転費機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。


４．埋戻し

埋戻し  　　　　　                 　　　　　　              　　　　　　 　　               1ｍ３当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	埋戻し
	
	ｍ３
	1
	(単―4号)


(単-4号)埋戻し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　                       　１００ｍ３当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	ﾊﾞｯｸﾎｳ運転
	ｸﾛｰﾗ型　山積0.8m3
	時間
	○○
	

	ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ運転
	普通15t級
	時間
	○○
	

	ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ運転
	50t
	日
	○○
	

	諸雑費
	率+まるめ
	式
	1（○○％）
	ｸﾚｰﾝ運転費×諸雑費率

	諸雑費内訳 ：諸雑費は、土砂ﾊﾞｹｯﾄ（1.0m3）の機械損料等の費用であり、ｸﾚｰﾝ運転費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。


５．深礎掘削

深礎掘削 　　　　　       φ16000　L=22000  （軟岩2.0ｍ、中硬岩20.0ｍ）　　　　 　　    　  1本当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	深礎掘削
	φ16000　L=22000
	本
	1
	(単―5号)

	積込（ﾙｰｽﾞ）
	土砂
	ｍ３
	500
	

	積込（ﾙｰｽﾞ）
	破砕岩
	ｍ３
	4140
	


(単-5号)深礎掘削　　φ16000　L=22000　（軟岩2.0ｍ、中硬岩20.0ｍ）                　　　  1本当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	土木一般世話役
	
	人
	○○
	

	ﾄﾝﾈﾙ特殊工
	
	人
	○○
	

	特殊作業員
	
	人
	○○
	

	普通作業員
	
	人
	○○
	

	ﾊﾞｯｸﾎｳ運転
	ｸﾛｰﾗ型　超小旋回型　山積0.28m3
	日
	○○
	

	ﾊﾞｯｸﾎｳ運転
	ｸﾛｰﾗ型　後方超小旋回型　山積0.28m3（第2次）
	日
	○○
	

	ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ運転
	50t
	日
	○○
	

	諸雑費
	率+まるめ
	式
	1（○○％）
	労務費計×諸雑費率

	諸雑費内訳 ：諸雑費は、ﾌｧﾝ（軸流式）・潜水ﾎﾟﾝﾌﾟ・ﾋﾟｯｸﾊﾝﾏ・ﾌﾞﾚｰｶ・排土ﾊﾞｹｯﾄ・昇降用梯子・空気圧縮機（排出ｶﾞｽ対策型（1次））・火薬・雷管・電力に関する費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。


６．吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ

吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ　　　　　       t=100　　　　　　σck=18N/mm2　　　　　 　　    　  　　　　　　　　　744ｍ２当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ
	t=100mm
	ｍ２
	744
	(単―6号)

	溶接金網
	φ5×150×150
	ｍ２
	744
	(単―8号)


(単-6号)吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ　　t=100　　　σck=18N/mm2　　               　　　 　　　　　　　　　 1００ｍ２当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	土木一般世話役
	
	人
	○○
	

	ﾄﾝﾈﾙ特殊工
	
	人
	○○
	

	特殊作業員
	
	人
	○○
	

	普通作業員
	
	人
	○○
	

	ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付機
	「湿式」6m3/h　10m3/min
	日
	○○
	

	急結剤供給装置（吹付機用）損料
	液体用　2.4L/min
	日
	○○
	

	空気圧縮機
	可搬式・ｴﾝｼﾞﾝ　10.5～11m3/min
	日
	○○
	

	発動発電機
	ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ駆動　45kVA
	日
	○○
	

	ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ運転
	50t
	日
	○○
	

	ﾊﾞｯｸﾎｳ運転
	ｸﾛｰﾗ型　超小旋回型　山積0.28m3
	日
	○○
	

	吹付材料費
	
	ｍ３
	○○
	(単―7号)

	諸雑費
	率+まるめ
	式
	1（○○％）
	（労務費+機械運転費+材料費）×諸雑費率

	諸雑費内訳 ：諸雑費は、吹付用ﾎｰｽ・ﾉｽﾞﾙの損耗費等の費用であり、労務費・機械損料・賃料・運転費及び材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。


(単-7号) 吹付材料費　　　　　　              　　　　　　             　　　  　　　 　　　　　　1ｍ３当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	生ｺﾝｸﾘｰﾄ　高炉
	18-8-25（20）
	ｍ３
	○○
	

	急結材
	吹付Co用　ﾃﾞﾝｶﾅﾄﾐｯｸ粉体用
	Kg
	○○
	

	諸雑費
	まるめ
	式
	１
	


(単-8号)　溶接金網　　　　φ5×150×150            　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 1００ｍ２当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	土木一般世話役
	
	人
	○○
	

	ﾄﾝﾈﾙ特殊工
	
	人
	○○
	

	特殊作業員
	
	人
	○○
	

	ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ運転
	50t
	日
	○○
	

	溶接金網
	φ5×150×150
	ｍ２
	○○
	

	諸雑費
	率+まるめ
	式
	1（○○％）
	合計額×諸雑費率

	諸雑費内訳 ：諸雑費は、ｽﾍﾟｰｻｰ・金網加工等の費用であり、合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。


７．吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ

吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ　　　　　       t=250　　　　　　σck=18N/mm2　　　　　 　　    　  　　　　　　　　　236ｍ２当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ
	一次吹付t=50mm
	ｍ２
	242
	(単―9号)

	溶接金網
	φ5×150×150
	ｍ２
	242
	(単―8号)

	吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ
	二次吹付t=200mm
	ｍ２
	236
	(単―10号)

	補強ﾘﾝｸﾞ設置
	H-200×200×8×12
	ｔ
	13.47
	(単―11号)

	補強ﾘﾝｸﾞ材料費
	黒皮品　径16.0m　H-200
	ﾘﾝｸﾞ
	5
	


(単-9号)　吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ　　一次吹付t=50mm　　　σck=18N/mm2　　       　　　　　　　　　 1００ｍ２当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	土木一般世話役
	
	人
	○○
	

	ﾄﾝﾈﾙ特殊工
	
	人
	○○
	

	特殊作業員
	
	人
	○○
	

	普通作業員
	
	人
	○○
	

	ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付機
	「湿式」6m3/h　10m3/min
	日
	○○
	

	急結剤供給装置（吹付機用）損料
	液体用　2.4L/min
	日
	○○
	

	空気圧縮機
	可搬式・ｴﾝｼﾞﾝ　10.5～11m3/min
	日
	○○
	

	発動発電機
	ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ駆動　45kVA
	日
	○○
	

	ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ運転
	50t
	日
	○○
	

	ﾊﾞｯｸﾎｳ運転
	ｸﾛｰﾗ型　超小旋回型　山積0.28m3
	日
	○○
	

	吹付材料費
	
	ｍ３
	○○
	(単―8号)

	諸雑費
	率+まるめ
	式
	1（○○％）
	（労務費+機械運転費+材料費）×諸雑費率

	諸雑費内訳 ：諸雑費は、吹付用ﾎｰｽ・ﾉｽﾞﾙの損耗費等の費用であり、労務費・機械損料・賃料・運転費及び材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。


(単-10号)　吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ　　二次吹付t=200mm　　　σck=18N/mm2　　     　　　　　　　　　 1００ｍ２当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	土木一般世話役
	
	人
	○○
	

	ﾄﾝﾈﾙ特殊工
	
	人
	○○
	

	特殊作業員
	
	人
	○○
	

	普通作業員
	
	人
	○○
	

	ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付機
	「湿式」6m3/h　10m3/min
	日
	○○
	

	急結剤供給装置（吹付機用）損料
	液体用　2.4L/min
	日
	○○
	

	空気圧縮機
	可搬式・ｴﾝｼﾞﾝ　10.5～11m3/min
	日
	○○
	

	発動発電機
	ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ駆動　45kVA
	日
	○○
	

	ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ運転
	50t
	日
	○○
	

	ﾊﾞｯｸﾎｳ運転
	ｸﾛｰﾗ型　超小旋回型　山積0.28m3
	日
	○○
	

	吹付材料費
	
	ｍ３
	○○
	(単―8号)

	諸雑費
	率+まるめ
	式
	1（○○％）
	（労務費+機械運転費+材料費）×諸雑費率

	諸雑費内訳 ：諸雑費は、吹付用ﾎｰｽ・ﾉｽﾞﾙの損耗費等の費用であり、労務費・機械損料・賃料・運転費及び材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。


(単-11号)　補強ﾘﾝｸﾞ設置　　　H-200×200×8×12　　　　　　       　　　　　　　　　　　　　　　 1０ｔ当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	土木一般世話役
	
	人
	○○
	

	とび工
	
	人
	○○
	

	溶接工
	
	人
	○○
	

	普通作業員
	
	人
	○○
	

	ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ運転
	50t
	日
	○○
	

	諸雑費
	率+まるめ
	式
	1（○○％）
	労務費計×諸雑費率

	諸雑費内訳 ：諸雑費は、溶接棒・ｱｾﾁﾚﾝｶﾞｽ・酸素・溶接機損料・溶接機運転経費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。


８．ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ

ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ　　　      D25 L=4000　　　　 　　    　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100本当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	削孔
	硬岩φ46mm　D25 L=4000
	本
	100
	(単―12号)

	鉄筋挿入
	D25 L=4000
	本
	100
	(単―14号)

	ｸﾞﾗｳﾄ注入打設
	
	本
	100
	(単―15号)

	ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ材料費
	D25 L=4000
	本
	100
	


(単-12号) 　削孔　　　　　　硬岩φ46mm　D25 L=4000　　　 　               　　　   　　　　　　1本当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	削孔工
	ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ　L=4.0m
	ｍ
	4
	(単―13号)

	諸雑費
	まるめ
	式
	１
	


(単-13号)　削孔工　　　　　ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ　L=4.0m　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　 1０ｍ当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	土木一般世話役
	
	人
	○○
	

	特殊作業員
	
	人
	○○
	

	普通作業員
	
	人
	○○
	

	ｸﾛｰﾗﾄﾞﾘﾙ運転
	
	日
	○○
	

	ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ運転
	50t
	日
	○○
	

	空気圧縮機
	可搬式・ｴﾝｼﾞﾝ　18～19m3/min
	日
	○○
	

	ﾊﾞｯｸﾎｳ運転
	ｸﾛｰﾗ型　超小旋回型　山積0.28m3
	日
	○○
	

	諸雑費
	率+まるめ
	式
	1（○○％）
	（労務費+機械経費）×諸雑費率

	諸雑費内訳 ：諸雑費は、削孔用のﾄﾞﾘﾙﾛｯﾄﾞ・ﾋﾞｯﾄ・ｼｬﾝｸﾛｯﾄﾞ及びｽﾘｰﾌﾞの損耗費等の費用であり、労務費・機械経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。


(単-14号)　鉄筋挿入　　　　D25 L=4000            　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　1０本当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	土木一般世話役
	
	人
	○○
	

	特殊作業員
	
	人
	○○
	

	普通作業員
	
	人
	○○
	

	諸雑費
	まるめ
	式
	1
	


(単-15号)　ｸﾞﾗｳﾄ注入打設　　　　　　　            　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　1００本当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	ｸﾞﾗｳﾄ注入打設
	
	ｍ３
	0.636
	(単―16号)

	諸雑費
	まるめ
	式
	1
	


(単-16号)　ｸﾞﾗｳﾄ注入打設           　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　1ｍ３当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	土木一般世話役
	
	人
	○○
	

	特殊作業員
	
	人
	○○
	

	普通作業員
	
	人
	○○
	

	ﾄﾞﾗｲﾓﾙﾀﾙ
	ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ用
	ｍ３
	○
	

	諸雑費
	率+まるめ
	式
	1（○○％）
	労務費計×諸雑費率

	諸雑費内訳 ：諸雑費は、ｸﾞﾗｳﾄ注入用のｸﾞﾗｳﾄﾎﾟﾝﾌﾟ・ｸﾞﾗｳﾄﾐｷｻ・水中ﾎﾟﾝﾌﾟ・水槽及び電力に関する経費等であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。


９．型枠

型枠　　      　　　 　　    　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｍ２当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	型枠工
	平均設置高　H>30m
	ｍ２
	1
	(単―17号)


(単-17号)　型枠工　　　　　平均設置高　H>30m　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　１００ｍ２当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	土木一般世話役
	
	人
	○○
	

	型わく工
	
	人
	○○
	

	普通作業員
	
	人
	○○
	

	諸雑費
	率+まるめ
	式
	1（○○％）
	労務費計×諸雑費率

	諸雑費内訳 ：諸雑費は、型枠用合板・鋼製型枠・型枠用金物・組立支持材・はく離剤及び電気ﾄﾞﾘﾙ・電動ﾉｺｷﾞﾘ損料・電力に関する経費・仮設材の持上（下）げ機械に要する費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。


１０．足場

足場　　      　　　 　　    　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１掛ｍ２当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	足場工
	手摺先行型枠組足場　安全ﾈｯﾄ付　平均設置高　H>30m
	掛ｍ２
	1
	(単―18号)


(単-18号)　足場工　　　　　手摺先行型枠組足場　安全ﾈｯﾄ付　平均設置高　H>30m　　　　　１００掛ｍ２当たり単価表
	名称
	規格
	単位
	数量
	適用

	土木一般世話役
	
	人
	○○
	

	とび工
	
	人
	○○
	

	普通作業員
	
	人
	○○
	

	ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ運転
	50t
	日
	○○
	

	諸雑費
	率+まるめ
	式
	1（○○％）
	（労務費+機械賃料）×諸雑費率

	諸雑費内訳 ：諸雑費は、手摺先行型枠組足場の仮設材等の費用であり、労務費、機械賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。


注1）上記の日当たり施工量に○が附された細別については、不稼働率を考慮しない１パーティー当たりの実日当り施工量を記載すること。









注 2）当該見積書に記載する歩掛は、入札時に提出する工事費内訳書に記載する金額を拘束するものではない。

注 3）各歩掛及び日当たり施工量の設定は、標準案に基づくものとする。標準案は設計図書（数量総括表・追加特記仕様書・設計図面）及び見積参考資料に示す。
注 4）各歩掛及び日当たり施工量は、工期内竣工するよう設定すること。

注 5）見積書に記載する歩掛は、直接工事費を対象としている。このため下請予定者等の見積もりをそのまま添付するのではなく間接費（共通仮設費、現場管理費、一般管理費等）と区別し直接工事費のみ計上すること。

注 6）見積書の作成にあたり、公共工事設計労務単価に規定された職種以外は使用しないこと。

様式ア
平成　年　月　日
平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事
技術提案の評価結果に関する問い合わせ
 中部地方整備局
 企画部　技術開発調整官　宛
	御社名・御担当者名
	

	御社ご連絡先
(電話番号・ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ・ﾌｧｸｼﾐﾘ番号)
	・電話番号
・ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
・ﾌｧｸｼﾐﾘ番号


	技術提案の評価結果に関する問い合わせ内容
	（１）橋脚躯体コンクリートの品質向上対策

	
	※競争参加資格通知時に通知している「評価結果」、「提案番号」及び
　「技術提案の概要」を記載した上、問い合わせ内容を記載願います。
「○」又は「－」、提案番号１～５、□□□□□□
　a.（問い合わせ内容を箇条書きで簡潔明瞭に記載）
「○」又は「－」、提案番号１～５、□□□□□□
　b.（問い合わせ内容を箇条書きで簡潔明瞭に記載）
　c.（問い合わせ内容を箇条書きで簡潔明瞭に記載）


	
	（２）下部工施工時における濁水抑制対策

	
	※競争参加資格通知時に通知している「評価結果」、「提案番号」及び
　「技術提案の概要」を記載した上、問い合わせ内容を記載願います。
「○」又は「－」、提案番号１～５、□□□□□□
　a.（問い合わせ内容を箇条書きで簡潔明瞭に記載）
「○」又は「－」、提案番号１～５、□□□□□□
　b.（問い合わせ内容を箇条書きで簡潔明瞭に記載）
　c.（問い合わせ内容を箇条書きで簡潔明瞭に記載）
以下の、技術提案へのアドバイスとなるようなご質問についてはお答えできませんので、

ご了承ください。

　　・各項目について、それぞれ何点獲得できたのか教えて下さい。

　　・評価された提案について、どのような点が評価されたのか教えて下さい。

・もし、○○○○という提案をしていれば、評価していただいたのでしょうか？




	説明内容
	（※記載不要）


※なお、メール添付する場合は、一太郎（2007以下）、MicrosoftWord（2002以下）、圧縮ファイル（LZH形式）のファイル形式でお願いします。

様式イ
平成　　年　　月　　日
面談等による説明の申し込み
中部地方整備局
企画部　技術開発調整官　宛
	御社名
	

	御名前（面談者）
	（※面談者は会場の都合上、原則１名を記載願います）

	競争参加工事名
	　平成24年度　三遠南信イタチ川大橋下部工事

	面談等の希望日※
	　第１希望日：平成　　年　　月　　日 　午前　又は　午後
　第２希望日：平成　　年　　月　　日   午前　又は　午後


　※希望日は、落札決定通知日の翌日から起算して７日目（休日を除く）～約２週間内の平日を、
　　第２希望まで記載願います。
　※面談日は都合により希望に添えない場合があります。ご了承下さい。
	面談日の連絡先
	・電話番号
・ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
・ﾌｧｸｼﾐﾘ番号


  ※ﾌｧｸｼﾐﾘ着信確認のため電話番号も記載願います。
	質問事項等
	・
・
（※１工事当たりの面談時間を１０分程度と考えており、円滑な進行
    のため質問事項等を、箇条書きで簡潔に記載願います。）
以下の、技術提案へのアドバイスとなるようなご質問についてはお答えできませんので、

ご了承ください。

　　・各項目について、それぞれ何点獲得できたのか教えて下さい。

　　・評価された提案について、どのような点が評価されたのか教えて下さい。

・もし、○○○○という提案をしていれば、評価していただいたのでしょうか？




※なお、メール添付する場合は、一太郎（2007以下）、MicrosoftWord（2002以下）、圧縮ファイル（LZH形式）のファイル形式でお願いします。

様式１
平成○○年○○月○○日
工事成績確認申請書
　　中部地方整備局
　　　企画部　技術管理課長　宛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○県○○市○○
                                                                ○○○○株式会社　
                                                 代表取締役　○○○○　　印
                                   　　        （又は○○支店長　○○○○）
下記の工事における工事成績評定点について、評定通知書を紛失したため確認を申請します。
記
工事名：平成○○年度　○○○○○○○○○工事
工期：平成○○年○○月○○日～平成○○年○○月○○日
受注者名：○○○○　株式会社（現「△△　株式会社」）
請負金額(最終)：□□□，□□□，□□□．円
様式２
工 事 成 績 確 認 書
平成○○年○○月○○日
国土交通省中部地方整備局
企画部　技術管理課長　　
下記の工事における工事成績評定点は、○○点であることを確認する。
記
工事名：平成○○年度　○○○○○○○○○工事
工期：平成○○年○○月○○日～平成○○年○○月○○日
受注者名：○○○○　株式会社（現「△△　株式会社」）
請負金額(最終)：□□□，□□□，□□□．円
【平成２４年１２月１２日修正箇所】
入札説明書Ｐ．４０

· 「単－２号　床堀り（軟岩）」の表中、諸雑費内訳に下記のとおり追加（赤字箇所１５文字追加）
（諸雑費内訳）　大型ブレーカ用チゼル損耗費
· 「単－２号　床堀り（軟岩）」の表中、諸雑費内訳のクレーン運転費を下記のとおり修正（赤字箇所７文字削除１０文字追加）

　クレーン運転費　機械損料及び運転経費
入札説明書Ｐ．４１

· 「単－３号　床堀り（硬岩）」の表中、諸雑費内訳に下記のとおり追加（赤字箇所１５文字追加）

（諸雑費内訳）　大型ブレーカ用チゼル損耗費
· 「単－３号　床堀り（硬岩）」の表中、諸雑費内訳のクレーン運転費を下記のとおり修正（赤字箇所７文字削除１０文字追加）

　クレーン運転費　機械損料及び運転経費
入札説明書Ｐ．４２

· 「単－７号　吹付材料費」の表中、急結材の規格を下記のとおり修正（赤字箇所１３文字削除３文字追加）

（急結材）　吹付Ｃｏ用　ﾃﾞﾝｶﾅﾄﾐｯｸ　粉体用
＜評定結果通知の紛失等により写しの提出が出来ない場合＞


平成９年度以降の中部地方整備局発注（港湾空港関係除く）の工事は、様式１「工事成績確認申請書」により申請し、様式２「工事成績確認書」の交付を受け、写しを添付する。


なお、申請、受け取りは受注者を原則とし、郵送、電子メールによる受付・送付は行わないため、事前に以下に連絡願います。また、申請から交付には３日程度（休日を除く）を要します。


中部地方整備局　企画部技術管理課　技術審査係


名古屋市中区三の丸２－５－１　名古屋合同庁舎第２号館 　　　


TEL ０５２－９５３－８１３１　　FAX　０５２－９５３－８２９４
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